
密

教

文

化

阿

字

観

の

研

究
大

野

俊

覧

序

文

阿
字
観
の
内
の

一
つ
に
五
色
阿
字

(青
黄
赤
黒
之
次
第
)
と
い
う
の
が

あ
る
。

そ
の
研
究
を
始
め
た
の
は
、
高
野
山
釈
迦
文
院
所
蔵
の

「
五
色

阿
字
」
(宝
暦
三
年
、
竜
剛
記
)
を
借
覧
し
て
か
ら
で
あ
る
。
仏
書
解
説
大

辞
典
を

見
る
と
、
「
性
善

(
一
六
七
六
-
一
七
六
三
)
撰
、

延
享
元
年
写

本
、
龍
大
研
仏
」
と
あ
り
、
高
野
山
に
こ
の
写
本
が
あ
る
こ
と
に
は
言

及
し
て
い
な
か
つ
た
。
幸
い
高
野
山
大
学
図
書
館
に
も
、
宥
厳
写

(明

和
五
年
)
の

「
五
色
阿
字
」

が

一
部
あ
り

(
三
宝
院
寄
託
)
、
そ
の
書
写

年
代
は
龍
剛
写
の
も
の
か
ら
十
五
年
後
で
は
あ
る
が
、
内
容
は
殆
ど
同

じ
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
次
に
龍
剛
写
の
も
の
を
写
真
版
で
ご
紹

介
す
る
が
、
更
に
そ
れ
を
、
宥
厳
筆
の
も
の
と
対
照
し
つ
つ
和
文
に
な

お
し
て
述
べ
て
お
く
。

な
お
、
密
教
大
辞
典
に
よ
る
と
、
性
善
が
高
野
山

へ
来
た
の
は

「
延

享
元
年
夏
、

高
野
山
円
通
寺
妙
瑞

の
請
に
よ
り
て

登
山
」

し
た
の
で

あ
り
、
龍
剛
の
写
本
と
宥
厳
の
写
本
の
両
方

の
奥
書
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
「
五
色
阿
字
」
が
妙
瑞
に
先
ず

伝
授
さ
れ
た
の
は
こ
の
同
じ
延
享

元
年
で
あ

つ
た
。

密
教
大
辞
典

に
お
け
る

性
善

の
著
書
紹
介

の
中
に

は
、
こ
の
五
色
阿
字
の
こ
と
は
書
い
て
な
い
が
、
五
色
阿
字
の
伝
授
は

お
そ
ら
く
高
野
山
以
外
の
地
に
お
い
て
も
な
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
龍

大
所
蔵
の
も
の
が
ど
う
い
う
経
路
を
た
ど

つ
て
そ
こ

へ
至

つ
た
か
私
に

.

は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
高
野
山
以
外
の
地
に
お
け
る
五
色
阿
字
の

流
布
の

一
証
左
と
見
て
よ
い
と
思
う
。

な
お
ま
た
、
弘
法
大
師
の
「声
字
実
相
義
」

に
「
ま
た
五
色
を
も

つ
て

阿
字
等
を
書
ぐ
を
色
の
文
字
と
名
つ
く
」
と
あ
る
が
、

こ
の
文
の
出
所

と
見
ら
れ
る
大
日
経
第
三
転
字
輪
曼
茶
羅
行
品

大
正

一
八
、

二
三
頁
上

等
を
見
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て
も
、

こ
れ
は
阿
の

一
字
を
五
色
を
も

つ
て
書
く
こ
と
を
説
い
て
い
る

の
で
は
な
く
、

ア
、
バ
、

ラ
、
カ
、
キ
ャ
等

の
五
字

(梵
字
)
を
そ
れ

ぞ
れ
別
の
色
で
画
く
こ
と
を
説

い
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
日
経
に
は
性

善
撰
の
ご
と
き
五
色
阿
字
は
説
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
大
日
経
疏
巻

第
八

(大
正
三
九
、
六
六
三
頁
下
)
に
も

復
次
作
法
時
当
観
此
字

(阿
字
)
周
匝
光
量
従
火
而
出
、
具
備
三
色

と
あ
り
、
阿
字
に

一
色
以
上

の
色
を
配
す
る
こ
と
を
説
く
所
が
あ
る

、

、

が
、

こ
れ
は
そ
の
次
の
文
に
よ
る
と

(乱
脱
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
伝
受
の

順
に
配
列
し
て
示
す
と
)

本
体
黄
白
色
、
如
閻
浮
金
。
其
三
昧
画
作
赤
色
。
傍
二
点
黒
色
如
劫

災
火
。

と
な

つ
て
お
り
、
阿
字
の
本
体
を
三
色
で
も
つ
て
書
く
と
い
う
の
で

は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

五
色
阿
字
の
着
想
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま

つ
た
も
の
か
、
今

の
所
不
明

で
、
お
そ
ら
く
性
善
を
も

つ
て
そ
の
真
の
撰
者
と
な
す
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。

さ
て
次
に
、
龍
剛
写
の
五
色
阿
宇
を
の
べ
る
。

龍剛筆 「五色阿字」 (高野山釈迦文院蔵)

阿

字

観

の

研

究
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一
、
五
色

阿
字

(
青
黄
赤
黒
之
次
第
)

 

「青
色
に
陰
陽
之

二
点
あ
り
。
此
の
表
裏
は
す
な
わ
ち
理
智
也
。

こ

れ
す
な
わ
ち
東
方
発
心
本
有
之
阿
字
也
。
表
裏
の
二
点
は
初
め
筆
を
下

す
は
陰
也
手
を
仰
げ
る
こ
れ
陽
也
。
右
の
角
に
至

つ
て
筆
を
反
す
。

こ

れ
よ
り
手
を
覆
す
は
こ
れ
陰
也
。

此
の
陰
陽
は

一
阿
之
中
の
理
陽
智
陰

也
。
是

れ
地
大
之
形
也
。

こ
の
方
形
を

本
と
し
て
、

余
の
点

こ
れ
よ

是
即
五
大

り
生
ず
。
此
の
地

(図
)
大
に
自
然
に
五
点
を
具
す
。
開

い
て
五
色
を

成
ず
。

地
大
何
ぞ
青
な
る
。
此
の
地
大
も
と
空
輪
よ
り
生
ず
。
更
謙
え
。

空
よ
り

生
じ
て
未
だ

い
く
ば
く
な
ら
ざ
る
が
故
に

青
色
を
改
め
ず
。

互
に
具
す
る
深
意
知
る
べ
し
。
故
に
青
色
を
東
方
発
心
と
す
。
五
形
の

時
、
東
方
は
木
、
青
色
、

日
之
初
め
て
出
ず
る
も

ー
番
の
明
相
は
青
色

也
。
次

に
黄
色
は
南
方
。

こ
れ
に
も
表
裏
あ
り
。
此
の
陰
陽
之
点
、
理

カ
タ
チ

智
を
表
す
。
南
方
は
修
行
也
。
火
也
。
こ
の
点
修
行
点

(図
)
之
貞
を

横
さ
ま
に
夢

書
く
。
火
大
を
黄
色
と
す
る
は
、
火
は
地
大
方
形
黄
色

よ
り
生

じ
て
、
未
だ
い
く
ば
く
な
ら
ず
し
て
地
の
色
を
全
う
し
て
火
な

り
。
故

に
黄
色
か
さ
な
れ
ば
赤
色
と
な
る
也
。
(図
)
赤
色
は
西
方
也
。

こ
れ
ま
た
南
方
よ
り
遷
り
来
た
れ
ば
、
南
方
火
大
の
色
を
全
う
し
て
西

方
敬
愛

の
色
と
す
る
弥
陀
愛
染
の
赤
色
な
る
最
も
深
意
あ
り
。

故
に

、

、

(
図
)
此
の
点
は
羅
字
の
竪
の

一
点
也

(宥
厳

の
た
て
は
竪
の
字
也
)
。も

よ

つ
て
西
方
と
な
る
也
。
み
な
因

つ
て
来
た
る
処
あ
り
。
故
に
み
な
表
裏

の
二
点

(図
)
あ
り
。
黒
色
は
北
方
陰
之
極
、
変
ず
べ
か
ら
ざ
る
が
故

に
黒
色
な
り

(宥
厳
に
は
不
レ所
レ
変
と
な

つ
て
い
る
)
。
此
の
点

の
表

裏
如
何
と
な
れ
ば

(図
)
也
を
、

こ
れ
を
憾
遷
之
画
と
携
け
て
、
浬
藥

ま
こ
と
 

よ
し

点
と
す
。
誠
に
由
あ
る
か
。
(
図
)

白
色
は
中
央
也
。

白
色
は
五
色
の

も
と
 

、 

、

元
也
。
(宥
厳
の
も
と
は
本
の
字
)
。
五
色
之
中

に
余
の
四
色
こ
れ
よ
り
起

お
さ
 

、

、

こ
り
、
こ
こ
に
収
ま
る
。
故
に
此
の
点
、

四
点
の
惣
体
を
結
べ
る
か
た

もち
(漢
字
は
図
の
通
り
の
省
字
)
也
。

こ
れ
に
つ
い
て
不
審
あ
り
。
異
本
に

い
か
ん

阿
に

つ
く
る
(阿
は
図
の
如
き
梵
字
)
。
そ
の
意

云
何
。

四
点
は
四
仏
四
智

な
る
故
に
四
色
也
。 

四
智
四
仏
具

す
れ
ば
そ
の
全
体
白
色
法
界
智
の

大
日
也
。
故
に
鷺
点
な
き
は
却

つ
て
深
意
あ
り
。
又
余

の
四
点
は
み
な

最
初
の

(
図
)
発
心
の
方
形
よ
り
生
ず
。
謂
わ
く
黄

(
図
)
は

(
図
)

、

、

、

此
の
か
た
ち
を

(
図
)
こ
れ
ま
で
は

(図
)
也
。
(
図
)
は

(図
)

此

、

、

、

 
、

、

、

 

、

の
か
た
ち
の
裏

(宥
厳
は
か
た
ち
で
な
く
、
点
の
字
を
用
う
)
を
見
る
也
。、

此
の

(
図
)
最
初
の
点
は
別
の
意
あ
り
。
赤
色
の

(
図
)
は
(
図
)
の
か

、

、
 

、

、

、

た
ち
、
黒
(
図
)
も

(
図
)
也
。
少
し
つ

つ
か
た
ち
の
変
る
は
白
色
の
五

色
に
成
る
ご
と
し
。
(図
)

も
修
行
点

の
如

く
見
る
べ
し
。

初
の
方
形

の
中
に
此
の
五
大
五
智
の
義
を
そ
な
え
た
り
。
衆
生
此
の
理
、
解
し
難
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き
故
に
、

五
色
之
阿

(梵
字
)
此
の
形
を
現
す
。

最
初
の
 
(図
)
此

の
点
は
識
大
の
点
也
。
五
色
は
五
大
台
識
大
金
を
包
む
。
故
に
最
初
の

一
点
を
隠
し
て
こ
れ
を
包
む
。
甚
だ
深
意
あ
り
。
最
初

の
少
点
に
五
智

そ
な

を
具
う
。

又
此
の
阿

(梵
字
)
字
方
形
な
る
は
、

す
な
わ
ち
最
初

の
横

、

、

、

の

一
点
之
方
形
の
か
た
ち
を
改
め
ざ
る
也
。
か
く
の
如
く
表
顕
す
れ
ど

さ
と

も
解
り
難
き
故
に
、
五
大
の
真
言
ア
ビ
ラ
ウ

ン
ケ

ン

(梵
字
)
を
説
い
て

大
日
経
七
巻
と
す
。

ア
ビ
ラ
の
ア
に
ア
ー
ク

(片
仮
名
の
所
皆
梵
字
)
を

説
く
。
五
点
具
足
な
り
。

五
色
を

五
字
に
の
べ
、

五
字
を
の
べ
て
摩

多
体
文
五
十
字
門
と
し
、
五
十
字
を
開
い
て
顕
密
人
天
乗
教
と
し
、
す

な
わ
ち
八
万
四
千
之
法
門
と
な
る
は
、
も
と
此
の

一
字
な
り
。
此
は
こ

紮

之
源
樫

必
ず
隠
密
す
べ
し
云
云

延
享
元
甲
子
九
月
二
十
四
日
夜
以
阿
閣
梨
性
善
比
丘
御
自
筆
本
於
真

別
処
写
之
 
妙
瑞
比
丘

一
歳
 
以
妙
瑞
律
師
御
自
筆
之
本
倉
卒
謄
写

之
干
時
宝
暦
三
癸
酉
秋
七
月
十
二
日
於
釈
室
 
龍
剛
記
」

以
上
が
龍
剛
書
写
の
五
色
阿
字
で
あ
る
が
、
宥
厳
の
五
色
阿
字
の
写

本
の
奥
書
を
示
す
と

延
享
元
甲
子
九
月
二
十
四
日
夜
以
阿
闊
梨
性
善
比
丘
御
自
筆
本
於
真

別
処
写
之
 
妙
瑞

宝
暦
三
年
癸
酉
六
月
朔
日
以
妙
瑞
比
丘
親
書
本
写
之
 
高
野
山
小
田

原
大
聖
院
現
住
 
頼
規

宝
暦
八
戊
寅
七
月
二
十
四
日
賜
阿
閣
梨
大
聖
院
頼
規
御
自
筆
本
写
畢

随
心
院
現
住
宥
本

明
和
五
戊
子
十
二
月
十
五
日
以
阿
闇
梨
耶
随
心
院
宥
本
御
自
筆
本
書

写
畢

求
寂

宥
厳
」

と
あ
る
。

妙
瑞
ま
で
は
両
者
全
同
で
あ
る
。

前
者

の

「
釈
室
」

は

「釈
迦
文
院
」
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
五
色
阿
字
の
図
の
中
の
白
色
の
部

分
を
、
文
中
の
解
説
で
は

「盟
点
」
と
書
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
漢
和
字
典
に
よ
れ
ば

「
ア
ウ
」

で
、
鴬
の
俗
字
と
あ
り
、
こ
れ
を
現
代
か
な
つ
か
い
の
方
法
に
よ
つ
て

「
オ
ウ
」
と
発
音
す
る
と
す
れ
ば
、
右
の
白
色
の
部
分
の
図
形
は

「
オ

ウ
」
点
で
は
な
く
、
「
ウ
」
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

惟
謹
の
梵
漢
両

字
の
配
当
表

(大
正
一
八

.
一
九
四
頁
中
)

に
よ
れ
ば

「ウ
」
は
鳩
字
と

な

つ
て
い
る
。
右

の
鷲
字
も

「
ウ
」
字
の
つ
も
り
で
書

い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
然
し
、
阿
字
を
途
中
ま
で
書
い
て
、
そ
れ
に
図
の
白
の
部

分
を

「
ウ
」
の
点
と
し
て
書
き
足
す
と
い
う

こ
と
は
、
少
々
無
理
で
あ

ろ
う
。
兎
に
角
、
阿
の

-
字
を
色
々
な
角
度

か
ら
分
析
し
て
、
こ
の
よ

う
な
観
法
の
次
第
や
理
論
を
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

一
驚
に
価
す

る
。

こ
の
こ
と
は
、
阿
字
観
を
遮
情
門
の
観
法
と
せ
ず
し
て
、
表
徳
門

阿

字

観

の

研

究
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の
観
法
と
す
る
立
場
か
ら
起
因
し
た
と
思
え
る
。
阿
字
は
否
定
の
原
理

で
な
く
、

大
肯
定
の
原
理
で
あ
る
と
見
、
そ
こ
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
五

色
阿
字
の
考
え
方
も
生
じ
た
も
の
と
言
い
得
る
。

母
音
の

「ウ
」

点
に
つ
い
て
は
、

堀
田
真
快
師
の

「梵
習
字
肇
」

(高
野
山
高
等
学
校
刊
)
に
は
鳩
の
字
が
配
当
し
て
あ
る
。

図
の
白
の
部

分
を

「
オ
ウ
」
と
見
る
場
合
、
「
オ
ウ
」
点
を
は
な
さ
ず

一
か
所
に
付
け

て
書
く
こ
と
に
も
無
理
が
あ
る
し
、
漢
字
の
配
当
も
惟
謹
の
は
汚
に
、

堀
田
狙
下

の
は
奥
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
共
に

「
オ
ウ
」
の
発
音

で
こ

の
写
本
の
鷺
字
を
読
む
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
思
う
。

二
、

阿

字
方

形

の
事

五
色
阿
字

の
基
本
に
な
つ
て
い
る
の
は
阿
字
の
方
形
で
あ
る
。

こ
の

阿
字
の
方
形
が
実
恵
大
徳

(七
八
五
-
八
四
七
)
以
降
の
阿
字
観
に
お
い

て
、
如
何
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
き
、

い
ま
は
実
恵
大
徳
の
桧
尾
口

決
と
、
恵
照

の
阿
字
桧
尾
授
要
砂
、
阿
字
桧
尾
禅
策
等
に
つ
い
て
述
べ

て
み
よ
う
と
思
う
。

実
恵
大
徳
の

「阿
字
観
用
心
口
決
」

大

正

七
七

・

四

一
五
頁
下
、

に

「
阿
字

形
如
二常
書
形
一
、
廻
四
方
可
レ有
也
。

常
書
是

一
方
計
也
。

上
下
無
二
其
形
殉
一
切
梵
字
形

四
方
事
、

以
二
阿
字
一可
レ
准
二
知
之
一」

と
あ
る
が
、

こ
こ
の
所
を
恵
照
の

「阿
字
桧
尾
授
要
砂
」

(延
宝
二

年
作
)
に
よ
る
と
ニ
 

シ
テ

ノ
 

ス

ニ
 

モ

ノ

ノ

「疏
十
六
云
、
観
二
此
字
一当
レ
作
二方
形
一
。
然

此

字
形
体
亦
方
也
」

(下
巻
六
丁
左
)

と
あ
り
、
又
同
じ
く
恵
照
の

「阿
字
桧
尾
禅
策
」

(延
宝
五
年
作
)
に

よ
る
と
、
同
じ
よ
う
に
疏
の
十
六
の
文
を
引
い
た
後

ノ

 

ク

レ

ノ

ノ
 

ニ
テ

 

ノ

ノ

ハ

 

ノ

「
即
行
者
挙
体
全
是
方
形
阿
字
性
相
有
レ之
。
此
観
時
行
者
之
従
二左

ノ

 

テ

ノ

ニ

ノ

 

チ

ナ
リ

 

ハ

 

ノ

ノ

 
 

ノ

ニ

右
腰
一至
二
両
肩
一其
形
体
即
方
形
也
。
頭
即
阿
字
点
形
也
。
疏
十
二
云
、

ノ

ヲ

ノ

ト

ヲ

ノ

 

ノ

ト

観
二字
点
一為
二行
者
頭
一
、余
為
二身
分
四
支
一文
。
今
言
二
阿
字
方
形
一者

レ

ナ
リ
 

シ
 

ス
ハ
 

ノ

ヲ
 

ハ
 

ノ
 

ニ
シ
テ
 

ニ

ノ

即
是

也
。
但
阿
字
如
レ
此
顕
二方
形
相
一方
形
常
住
不
動
性
相
 

為
レ物

セ

 

ノ

ニ

 

ノ

ト
シ
テ

 

ノ

ヲ

不
レ被
二移
転
一
。
是
故
何
字
本
有
常
住
性
 
即
顕
二
此
形
一也
」

と
あ
る
。
行
者
の
挙
体
全
く
こ
れ
阿
字
の
方
形
と
観
ず
べ
き
こ
と
を

説
き
、

又
、
特
に
観
法
時
の
坐
相
に
お
け
ゐ
、

左
右

の
腰
か
ら
両
肩
の

線
に
見
ら
れ
る
方
形
に
阿
字
を
観
ず
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
の
は
実
恵

大
徳
以
降

の
所
伝
に
お
け
る

一
貫
し
た
流
れ
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
な

お
、
行
者

の
頭
を
点
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
字
観
の
流
れ
が

感
じ
ら
れ
る
。

ア
ン
字
観
と
阿
字
観
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
本
誌
第
八

○
号
に
断
片
的
乍
ら
言
及
し
て
み
た
通
り
で
あ

る
。
そ
の
ア
ン
字
観

の

場
合
に
お
い
て
も
、
行
者
の
首
か
ら
下
の
四
支

に
お
い
て
阿
字

の
方
形
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を
観
ぜ

し
め
る
の
で
あ
る
。
五
色
阿
字

の
場
合
、

こ
の
方
形
か
ら
阿
堂

の
字
体
も
転
成
し
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

三
、

む

す

び

性
善

の
五
色
阿
字
に
ょ
り
、
そ
の
五
色
と
五
方
等
を
配
当
す
れ
ば

色

 

五
方

 
五
転
 

五
大
 

五
行

 
五
仏

青
-

東
-

発
心
-

地
-

木
-

黄
-

南
-

修
行
-

火

赤

西

敬
愛
愛
染

-

弥
陀

黒
-

北
-

捏
繋

白
-

中
央

 
-

大
日

と
な

る
。
不
空
本
有
の
伝
に
よ
る
五
仏

・
五
智

・
五
方
の
配
当
図
は

色

 
五
方

 
五
大
 

五
行

 
五
仏

青
-

東
-

空
-

木
-

阿
閾

赤
-

南
-

火
-

火
-

宝
生

黒
-

西
-

風
-

金
-

弥
陀

白
-

北
-

水
-

水
-

釈
迦

黄
-

中
央
-

地
-

土
-

大
日

で
あ
る

森

田
竜

倦

師

著

「
即
身

.

成
仏

の
観
行
L

八
九
頁
、

が
、
性
善
は
不
空
、
善
無
畏
そ
の

他
い
ず
れ
の
配
当
方
法
に
ょ

つ
た
か
、
不
明

で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
五
色
阿
字

に
は
陰
陽
の
思
想

が
あ
る
。

陰
を
智
に
配

し
、
陽
を
理
に
当
て
る
。

こ
の
考
え
方
も
他

の
阿
字
観

の
伝
に
は
見
受

け
ぬ
所
で
あ
る
。
阿
の

-
字

の
構
成
の
途
次

に
お
い
て
、

一
点

一
画
に

陰
陽
を
見
出
す
考
え
方
は
無
類
で
あ
る
。

最
後
に
性
善
の
略
歴
と
著
書
に
つ
い
て
、
密
教
大
辞
典
に
よ
り
触
れ

て
お
く
。

性
善
 
東
大
寺
戒
壇
真
言
両
院
長
老
。
字
は
洞
泉
。
壮
歳
醍
醐
山
に

学
び
宝
順

の
法
を
受
く
。
悉
曇
を
賢
隆
に
学
ぶ
。
当
代
に
お
け

る
事
相

の
達
匠
。
高
野
山
で
報
恩
院
流
の
伝
授
を
行
な
う
。
光

明
台
院

の
長
老
と
な
る
。
著
作
は
、
巻
数
を
別
に
し
て
名
目
の

み
を
あ
げ
れ
ば
、
右
辞
典
に
あ
る
も

の
の
み
で
四
十
八
部
。

そ

の
著
作
は
殆
ど
事
相
に
関
す
る
も
の
で
、
悉
曇
に
関
す
る
著
作

も

こ
の
内
十
二
部
も
含
ま
れ
て
い
る
。

四
、

道

範

と
印

融

-
道
範

の
文
書
を
中
心
に
ー

阿

字

観

の

研

究

-
2
1
-



密

教

文

化

南
山

(高
野
山
)
無
量
光
院
に
住
し
た
印
融

(
一
四
三
五
ー
一
五

一
九
)

は
道
範

の
学
風
が
好
き
で
あ

つ
た
ら
し
く
、
「阿
字
観

・
道
範
御
状
案
」

「阿
噂
合
観

・
首
竹
」
等
の
印
融
直
筆
の
写
本
が
現
に
釈
迦
文
院

(高

野
山
)

に
保
存
さ
れ
て
い
る

(首
竹
と
は
道
範
の
こ
と
で
あ
る
)。

道
範

の

阿
字
観
を

「表
徳
為
レ表
、
遮
情
為
レ裏
」
と
評
し
、
融
源
の
阿
字
観
を

「
遮
情
為
レ
表
、
表
徳
為
レ
裏
」

と
見
た
の
も
印
融
で
あ
る

雷
密
雲
編

「
阿
字
観

秘
決
集
」

四
六
頁
、
栂
尾
上
人

記

口
阿
字

観

」

の
奥

書
参

照

道
範

(
一
一
八
四
-
一
二
五
二
)
は
覚
海
門
下
の

四
哲
の

一
人

と
し
て

有
名

で
あ
る
が
、

又
、

禅
林
寺
静
遍

よ
り
理
智
事

の
三
点
説
を
継
承

し
た
も

の
と
し
て
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
道
範

の
学
風
の
根
底
に

は
、

こ
の
三
点
説
の
出
所
た
る
醍
醐
教
学
の
絶
対
以
本

の
思
想
が
流
れ

て
い
る
。
法
然

の
成
覚
を
談
じ
、
本
有

の
横
証
を
顕
す
こ
と
を
欣
ぶ
の

は
醍
醐

の
立
場
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
遮
情
遣
迷

の
而
二
門
的
色
彩
は
忌

避

さ

れ

る

の

で
あ

る

。

栂
尾
祥
雲
博
士
著

二

秘
盛
秘
彰
史

参
照

次
に
、
先
ず
道
範

の
文
書
と
思
わ
れ
る
も
の
を
か
か
げ
る

「
如
実
知
自
心
事

ニ

ノ

ニ
ハ

ヲ

ニ
ハ

ヲ

凡
就

二
如

実

知

自

心

一有

三

一
姿

一
一

建

二
立

安

心

二
.一
建

二
立

行

一也

。

ス
ト

ヲ

ク

ナ
ル

ヲ

先
建
二
立

安
心
一者
、
無
二
思
慮
分
別
噌
、
無
念
無
心

念

云
二如
実
知
自

ト

ノ

シ
テ

ス
ル
ヲ

イ

ウ

心
殉従

二

念
我
相

一
妄
想
分
別

念
々
相
続
 

云
二
顛
倒
心
一、
云
二
不
真

ト

ニ

ニ

ス
ト

イ
ツ
バ

ノ

ノ

シ
テ

ナ
ル

ヲ

イ

ア
リ
き

実
心
殉
二

約
レ
行

建
立
者
、
我
等
衆
生
此

四
大
和
合

仮

身

思
レ
我
、

ジ
テ

ニ

テ

ル

ヲ

ウ

ト

テ

ニ

レ

ノ

遍

三
ハ
塵

一依

レ
住

(
傍
字
11
移
リ
往

ク
)
意

思
二
我

心

一依

二
着

相

一
、
忘

二
本

性

ヲ

ハ
テ
テ

シ

ノ

ヲ

ト

ト

レ

レ
ニ

ル
ヲ

セ
テ

ス
レ
ヘ

テ

ト

無
念
一

起
二
我
他
彼
此
相
一、
自
心
切
切

成

取
合

建
立

成
二
云
レ息

ト

ス
ル

ヲ

レ
ハ

シ

モ

ト

字

一、
相
入

姿
見

無
二
思
慮
分
別
殉
南
無

阿
弥
陀
仏
、

南
無
阿
弥
陀
仏

キ
ヅ

キ
タ
ル
ヲ

ス
ト

ヲ

息
 

建
二
立

自
心
一云
也
。

シ
タ
ル

ノ

ル

ヲ

ト

ル

テ

シ

ト

シ

如
レ
此
領
解
 
息
出
声
云
二実
相
一也
。
傍
出
息
以
為
二釈
迦
一、
為
二諸

ト
モ

テ

ル

ヲ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

仏

-。
以
ご
入
息
一名
二
弥
陀
一也
。
前
五
識
為
二
成
所
作
智
幻第
六
識

為
二妙

ト

ニ

ク

ノ

ヲ

チ

観
察
智
殉
十
方
衆
生
平
等
受
二
此

息
一故
云
二
平
等
性
智
一也
。
問
云
、
前

ヲ

ト

ヲ

ト

ェ
テ

サ
キ
ニ

五
識
為
二
成
所
作
智
一、
第
六
識
云
二妙
観
察

智
司如
何
。
答

云
、
言
語

ヲ

ハ

ル

ノ

ス
ル

ヲ

ル

成
レ
音
事
皆
出
息
功
能
也
。
六
識
分
別

功
能
智

(知
の
字
傍
記
さ
る
)
。

テ

ヲ

ス

ニ

ハ

ニ
シ
テ

ス

ヲ

ニ

チ

ト

以
レ声
顕
故
声
色

成
二
智
体
-故
云
二
外
用
諸
仏
一、
名
二
成
所
作
智

一也
。

ル

ハ

ル

ハ

ニ

ト

ハ

ル

ハ

又
出
息
来
也
。
入
息
迎
也
。
故

云
二自
来
迎
幻
又
入
息

定
、
出
息
恵

ニ
シ
テ

ネ
モ

ヲ

ト

也
。
定
恵
不
二

二
相

兼
二
内
証
外
用
殉故
以
二
此
息
一云
レ
命
。

即
名
二

無
量
寿
仏
つ

ソ

ノ

ハ

ハ

シ
テ

ニ

テ

シ

ヲ

シ
テ

ニ

ヲ

凡
息
本
風
也
。
風
無
レ
形
地
水
火
風
依
顕
レ
体
、
遍
二
法
界
一施
レ徳
。

ノ

ノ

ニ
シ
テ

ハ

ニ
モ

ノ

ノ

ハ

ナ
レ
ハ

ノ

ハ

此

風

体
常
住
不
変
、
不
レ
失
二壊
劫
殉
故
此
息
出
入
弥
陀
仏
、
口
中
阿

ノ

ス
ル
ヲ

ト

ノ

弥
陀
道
場
也
。
如
此
領
解

云
二
往
生
一也
。
自
他
分
別
念
相
、
南
無
阿
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ノ

ツ
レ
テ

ス

ハ

ナ
レ
ハ

ウ

ト

弥
陀
仏
息
 

帰
二法
界
幻後
無
念
 
是
云
二
極
楽
一也
。

問
云
、
此
事
幽
玄
寓
也
。
然
而
島
云
二
南
蕪
ア
ミ
ダ
ブ

(ミ
以
下
三
字

ト

ヨ
リ

レ
タ
ル

サ

ト

梵
字
)
殉
南
無

所
レ
顕

ア
ミ
タ
也
。
是
云
二
法
然
自
覚
真
言
一也
。

-
切

ノ

ト

ハ

ハ

ハ

ハ

ヘ

ヲ

ル
カ

ニ

衆
生
父
母
也
。
父
母
者
阿
母
、
噂
父
也
。
母
唱
レ
阿
父
唱
レ
噂
生

故
、衆

ハ

ル

タ
ル

ノ

ハ

ハ

ヲ

ヤ

シ

レ
ハ

ト

ス

ハ

ト

デ

生

南
無
生

也
。
此
息
開
レ
ロ
阿
出
入
、
閉
レ
ロ
件
出
入
。
出
息
阿
出
、

ル

ハ

き

ヲ

ウ

ト

コ

ヲ

入

息

噂

入
ル
。
此
云
二不
動
愛
染
-
oh
a
ra
二
字

(共
に
梵
字
)
此

ノ

ト

ト
モ

ナ
ア
ム
ウ

ハ

云
二
暖
動
類
一
、
云
二
有
識
含
情

-o
此
阿
件
南
無
也
。
南
無

即
無
量
寿
仏

ト

ハ

ヲ

也
。

傍

一
仏

二
明

王

習

此
事

也
。

所

詮

如

実

知

自

心

可

二
意

得

一
様

開

ニ

 

ノ

 
ヲ

 

 

 

 

 
ニ

 
テ

ク

 

 

 

 
 
ト
バ

ク

南

天
鉄

塔

一
、
龍

猛
菩

薩

金

剛

サ

タ
問

上

日
、
何

菩

提

心
。

菩

提

心

如

レ

 

ノ

ヲ

 

ト

ラ

ル

ヲ

ル
ト

ヲ

実

知

二
自

心

↓
如

レ
実

知

二
自

心

一者
、

自

知
二
阿

字

相
知

二

阿

字

一者

如

何
。

本

不

缶

理

也
。

本

不

生

壁
響

・

云
二
空

無

悔

理

↓
也
。

空

無

性

思

者

云

偉

 

カ
  
  
  
  
  
  ト
  
  
  
  
  
   
  
  
  
  
  
  セ
 
  
  
  
  
  ノ 
  ヲ 
  
 
ノ 
  ト

汝

神

也
。

汝

神

者

如

何
。

己

心

也
。

己

心

者

云

二
出

入
息

卜
出

入
息

者

 

ト
 
ル
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
モ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
モ
 
 
 
 
 ノ
 
ル
ヲ
 
 
 
 
 ト
 
 
 
ハ

如

何

知

云
二
菩

提

心

一
、
云

二
即

身

成

仏

一
也
。

息

止

云
レ
空
。

是

常
住

 

ニ
シ
テ
 
ニ
シ
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 ハ

不

変
、

空
 

一
切

不
レ
失

也
。

以

レ
之

為

二
仏
体

殉
弥

陀

根

本

げ
a

(
梵
字
)

 

 

 

 

ノ 
 
ニ

也
。

一
切

物

不
二
障

碍

一息

也
。

 

弘

法

大

師
御

詠

 

今

は

や

後
世

乃
勤

も

せ
さ

り
け

り
、

阿

噂

二
字

の
息

に

ま

か

せ

て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
テ

 

浄

菩

提

心
如

意

宝

朱

満

レ
世

出

レ
世

勝

希

願
除

レ
疑

究

寛

獲

二
三

昧

↓
自

利

利

他

自

レ
是

生

也
。

 

問
、

如

実

知

自

心

之

意

如

何

6

答
、

大

師

二
字

義

云
、

問

如

実

知

自

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ

ニ

ル
ニ

 
 

ノ

 

 
ヲ

 
 
ヲ

 

 
 
ト

心

如

何

耶
。
答
、

阿

字

本

不

生

故

知

二
自

心

本

不

生

一謂

二
之

知

自

心

一也
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き
    
        
    
     
       ヲ

問
、

阿

字

本

不

生

故
、

何

云

二
如

実

知

自

心

↓

答
、

阿

字

本

不

生

之

理

 

 

ト
 
 
  
 
 
  
 
 ノ 
 
  
 
 
  
 
 
ノ  
 ト
  
 
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
 
  ト 
 
 
  
 
 
  
 
 
ノ

云

レ
実
。

此

本

不

生

理

為

二
自

心

性

一故

也
。

問
、

本

不

生

者

心

性

都

無

ニ

ル

ハ
タ

リ
ト

ノ

ニ

ダ
ひ

故

云

二
本

不

生

一
歎
。
将

当

錐

レ
有

二
心

性

一無

変

易

故

云

二
本

不

生

一
歎
。

答

 

 

ニ
ハ

 

 

 
 
ト

 

 
 
ニ
シ
テ

 

ノ

ノ

ニ

 

 

 

 
ト

 

 
ニ

ノ

ニ

ク

非

レ
謂

一心

性

都

無

殉自

性

清

浄

無

改

性

故

云

二
本

不

生

一
文
。
故

疏

一
・云
、

 

ノ
 
ト
 
イ
ツ
パ
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 ヲ
 
 
 
 ク
 
 
 
 
 
チ

実

相

者

即

是

無

相

菩

提

亦

名

ニ

ー
切

智

支

是

也
。

問

若

ホ

者

如

実

知

 

ノ 
 
 
 
 
 
 
 
ノ 
 
 
ノ 
 
 
 
 
 シ
テ
 
 
 
 
ト

自

心

時
、

凡

夫

業

感

貧

等

転

即

為

二
果

仏

一
歎
。

又

不

レ
ホ

歎
、

如

何
。

 

シ
 
 
 
ズ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラ
ン
 
 
 
 
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ
 
ラ
ン

若

云

レ
転

者

与

二
顕

乗

一
何

異

歎
。

若

云

二
不

転

一者
、

生

仏

何

異

耶
。

笠

大
師
云

知
.名
レ仏
滋

知
留
二衆
生
↓云
云
於
二
法
ち
体
種

仏
性

 

ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ニ
 
ナ
リ
 
 
 
 
ニ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

徳

故

不

レ
論

二
転

捨

一 
。

故

異

二
顕

乗

一
、又
如

実

知

自

心
不

如

実

知
自

心

 

ニ 
 
 
 
 
 
ラ
 
ナ
リ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ト
 
 
 
 
 
ニ

故
、

生

仏
自

異

 
突
。

不
如

実

知
自

心
者
、

論

云
、

無

始

懸

隔

是

也
。

 

 

 

 

ノ

 

問
、

凡

聖
貧

等
無

二
差

別

噌者
、

諸

仏

又

可
レ
行

二
欲

事

一
乎
。

答
i
、不

レ

 

 

 

バ
ク

 

 

 

 
ヲ

 

 
セ
リ

 
ノ

 ヲ

 
セ
ヘ

 

ノ

 

ニ

ホ
。

諸

仏

○

如
実

知

自

心

一故
、

増

二
三
途

業

殉
之

例

長

者

宅

中

錐

レ
有

ニ

 

 

 

 

テ
 
 
 
 ノ
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ノ 
 
 
ハ

毒

薬

一
、
知

二
運
用

方

便

一愛

用

故

無

レ
失
。

窮

子
宅

中

毒

薬

不
レ
知

二
方

 

 

ニ 
 
セ
リ

便

一
故

害

二

其
身

一 

 

於

高

野

山
金

剛

峯

寺

清

浄

心
院

北

坊

大

師

堂

 
令

書

写

畢

 

 

 
天

文

十
緯

歴

六

月

上

旬

 

 

 
為

師

長

同

朋

蚕

動

含

霊

増

乎

仏

徳

也

字

観

の

研

究

一23一



密

教

文

化

伝
灯
権
大
僧
都
賢
海
ヨ
リ申
請
作

上
州
勤
息
権
大
僧
都
慶
笄

天
文
十
七
年
戊
申
三
月
二
+

百

書
写
了

右
筆
英
範
L

(以
上
の
文
の
う
ち
、
阿
噂
の
二
字
は
梵
漢
両
字
が
混
用
さ
れ
て
い
る
が
、
今

は
漢
字
の
み
用
い
て
書
い
た
。
又
、
返
り
点
は
原
文
の
ま
ま
で
は
読
み
に
く
い
の

で
補
足
し
て
書
い
た
)
。

右
は
道
範
手
記

の

「阿
字
観
用
心
口
決
・
桧
尾
伝

・
実
恵
親
教
」
の

再
写
本

(堀
田
真
快
狙
下
所
蔵
)
に
併
記
さ
れ
て
い
る
文
で
あ
る
。

こ
の

「如
実
知
自
心
事
」
の
項
の
次
に
併
記
さ
れ
て
い
る

「臨
終
用

心
事

・
道
範
」
の
項
を
、
大
日
本
仏
教
全
書
所
載

の
彼
の

「
臨
終
用
心

事
」

「
秘
密
念
仏
紗

巻
下
L
参
照

と
比
較
す
る
に
、
後
者
の
文
章
の
方
が
長
行
で

は
あ
る
が
、
欠
け
て
い
な
い
所
の
文
章
は
、
両
者
殆
ど
同

一
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
つ
て
前
文
の

「如
実
知
自
心
事
」
の
文
も
、
恐
ら
く
道
範
手

記
の
も

の
に
違

い
な
い
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
尚
、
阿
噂
合
観

・

弥
陀
念
仏

の
信
仰
等
の
内
容
か
ら
も
、

こ
の
文
の
道
範
作
た
る
こ
と
は

疑
を
ゆ

る
さ
ざ
る
所
と
思
う
。

所
で
、
道
範

の
文
と
印
融
の
考
え
方
と
に
、
ど
こ
ら
に
共
通
点
が
あ

る
か
、
次
に
少
し
述
べ
て
み
よ
う
。

 

 
ソ

 

 

 

 

 

 

 

 
ノ

 
ノ

 
ナ
リ

ク

ス

 
昌
ハ

 

「
凡
染

欲

心
与

二
真

実

恵

者

一
十
識

平

等

果
位

法

門
。

全

非

二
因
分

殉
周

 

 

ノ
 
 
 
ノ
 
 
 
ニ 
メ
タ
ル
 
 
 
 
ナ
ル
ヘ
シ
 
 ラ
バ 
 
レ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ノ

遍

法

界

阿
字

大
空

染

 

大

染

欲
。

ホ

是

遠

離

因

果

上

法

門

也
。

清

 

 

ノ
 

ニ
 
ル
ヲ

ヲ
ク

 
 ノ
ト

浄

本

覚

妙

法

懸
レ

目
暫

染

欲

心

云
也

印
融
記

「
阿
字
観

「口

決

･
西

院

流

方
」
。

こ
れ
は
高
野

山
大
学
図
書
館
に
後
人
の
写
本
ー

奥
書
は
印
融
の
直
筆
文
の
通
り
で
、
書
写
し

た
後
人
の
名
と
、
書
写
の
年
月
な
し
ー

の
も
の
と
、
高
野
山
釈
迦
文
院
所
蔵
の

印
融
直
筆

の
も

の
と
が
あ
り
、

前
者
の
虫
食
い

で
不
明
の
部
分
を
後
者

の
直
筆
の

又
書
と
対
照
し

つ
つ
書

い
た
)

 
 
 
 
 
ラ

ト

ノ

ヲ

ル
シ
テ

ト

ニ

 

「
大

欲

自

成

二
大

染

智

殉
菩

提

大

欲

満

因

 

成

二
大

悲

種

一
所

以
大

欲

大

 

 

 

ヲ
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
ひ

楽

不

空

身

為

二
理

趣

会

一
」

、
印
融
記

「
両
部
曼
茶

羅
私
、

鉛

上
L
高
大
図
書
館
蔵

こ
れ
ら
の
印
融

(
一
四
三
五
ー

一
五
一
九
)

の
遠
離
因
果
の
法
門
、
清

浄
本
覚

の
立
場
は
、

染
欲

の
大
肯
定
の
立
場

で
あ
り
、

道
範
の
右
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ニ

ノ
ニ

「
如
実
知
自
心
事
」
に
見
む
れ
る

「
於
二法
之
体
一性
仏
性
徳
故
不
レ論
ニ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

転
捨
一」
そ
の
他

「
凡
聖
貧
等
無
差
別
」

等
の
立
場
は
、

本
有
表
徳
の

立
場
に
属
し
、
欲
心
大
肯
定
の
思
想
に
外
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。

こ
の
事

は
、
印
融
も
三
会
寺
賢
継
に
よ
つ
て
醍
醐
流

の
淵
玄
を
究
め
て
い
る
事

に
鑑
み
て
も
、
む
べ
な
る
か
な
と
思
い
あ
た
る

の
で
あ
る

《栂
尾
上
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
モ
 レタリ
 
 
 
ヒ
 ヲ
ク
ハ ヲ

或
は
融
源
の
阿
字
観
に
お
け
る

「無
相
観
行
最
勝
」
、
「悦
レ
生
歎
レ
死
皆

 
ク

ナリ

 

 ク

テ

 
ヲ

 
ニ

 

 
ス

 

 

 

 
 ノ

ヲ

悉
妄
念
」
、
「唯
早
弛
二
万
事
一
一
心
可
二観
行
二
、
「断
二妄
念
散
乱
心
一」

等
の
遮
情
遣
迷
的
な
考
え
方
と
比
較
す
れ
ば
、

道
範
の
考
え
方
は
対
礁

約
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
、
雷
密
雲
編

「阿
字
観
秘
決
集
」
に
あ
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る
栂
尾
上
人
記

「阿
字
観
」
と
、
高
大
図
書
館
蔵
の
五
智
房
融
源
の
阿

字
観

の
写
本
-

貴
重
図
書

・
大
永
入
年

の
奥
書
あ
る
も

の
、
及
び
そ

の
他
1

と
を
比
較
す
れ
ば
殆
ど
同

一
で
あ
る
。

栂
尾
明
恵
上
人
は

一
一
七
三
-

一
二
三
二
の
年
代
の
人
で
あ
り
、
融

源
は
覚
鍵
上
人
の
弟
子
で
、
上
人
四
十
九
才
に
し
て
示
寂
せ
し
際

(
一

一
四
三
)
、
そ
の
棺
側
に
侍
し
た
と
い
う
、
大
山
公
淳
博
士
著

「
密
教
史
-

橿

説
と
教

理
L

五
六

二
頁

ら
、

明
恵
上
人
よ
り
融
源
の
方
が
数
十
年
以
前
の
生
れ
で
あ
る
。
こ
の

両
者

の
い
ず
れ
が
相
似
の
阿
字
観

の
真

の
撰
者
で
あ
る
か
、
雷
密
雲
が

「
此
阿
字
観
或
為
二
明
恵
上
人
作
↓
或
為
二
五
智
房
作
↓無
レ
由
レ
決
二
是

非

一也
」

と
右

「
阿
字
観
秘
決
集
」

(四
十
六
頁
)
に

い
う
よ
う
に
不
明

で
あ

る
))
。

阿
字
観
に
お
い
て
は
、
阿
字
、
蓮
花
、
月
輪
の
三
者
を
観
想
の
対
象

と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
有
す
る
諸
徳
に
参
入
し
よ
う
と
す
る
。
阿
字
の

法
ホ
能
加
持
の
徳
大
日
経
百
字
ノ

ヂ成
就
持
請
品

月
輪
の
自
性
清
浄
離
貧
欲
垢
、
清
涼

去
瞑
悉
熱
、
光
明
照
愚
擬
暗
の
三
徳

実

恵

「
阿

字

観

.

用

心

口
決

L

蓮
華
の
清
浄

不
染
の
徳
大
日
経
疏
第
十
二
、
大
ノ

主

三
九

・
七
〇
六
頁
中
、
等
の
諸
徳
を
自
己
に
現
成
し
よ
う
と

し
て
、
積
極
的
に
情
念
を
集
中
す
る
こ
の
観
法
は
、
明
ら
か
に
遮
情
的

で
は
な
く
、
表
徳
的
立
場
で
あ
る
。

こ
れ
は
不
立
文
字
を
標
榜
す
る
禅

家
の
遮
情
的
立
場
と
比
較
す
れ
ば
容
易
に
首
肯
で
き
る
。
こ
の
阿
字
観

の
表
徳
的
立
場
の
中
に
、
印
融
は
更
に
表
徳
為
表
者
と
遮
情
為
表
者
の

両
者
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
。

〔追
記
〕 

こ
の
五
色
阿
字
は
立
川
流
五
色

阿
字

(密
教
大
辞
典
中
巻

一
五
五
八
頁
中
段
参
照
)
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、

こ
の
点
の
研
究
に

つ
い
て
は
後
時
に
ゆ
ず
る
)
。

阿

字

観

の

研

究
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